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Abstract
　The relationship between assertiveness and parenting attitude was  investigated.Elementary school children  in grades 
four to six completed a questionnaire about their assertiveness included two components of assessment: “self expression” 
and “consideration for others”, and their parent’s child-care styles. 358 responses were collected, and 330 （159 boys and 171 
girls） were analyzed （92.6%）.
　The results indicated that children whose parent was receptive child-care attitude scored high on self expression and 
consideration for others. Moreover, the girls whose parent was authoritarian child-care attitude scored low on self expres-
sion. Discussion was conducted on the relationship between children’s assertiveness and parenting attitude and effect of 
gender.
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問題と目的
　児童が学校生活を送る上で、自分の気もちや考えを主張することや、その際に相手の考えや立場も考慮することは必
要不可欠である。この主張に関する能力は「主張性（assertiveness）」と呼ばれており、Deluty（1979）ら諸学者の定義
を概観すると、相手のことを考える「他者配慮」の側面と、自分の言いたいことを表現する「自己表明」の側面が含ま
れる概念と言える。主張性によって「相互尊重のコミュニケーション」が可能になり（平木，1993）、自尊感情や学級適
応の高さ（e.g.、江口 ・ 濱口，2012）といった適応的効果が報告されている。
　主張性は獲得可能な能力とされており、この適応的効果の獲得を目標に、主張性を高めるためのトレーニングが学級
ベースで実践されている。また主張性は、学校や地域、家庭といった日常の生活環境の中でも育まれるものである。学
級生活の状況と主張性との関連は比較的検討がなされているが（e.g., 藤村 ・ 苅間澤 ・ 河村，1999）、家庭環境と主張性の
関連に関する実証的研究は少ない。本研究では主張性に影響を及ぼす要因として、養育者の養育態度について取り上げ
る。これまでも養育態度との関連はいくつか報告がなされている。親の養育態度を「応答性」－「統制」の 2 軸から検
討した Baumurind（1966）は、応答性が高く統制も高い「権威型」は子どもの社会的有能さを促進するだろうと予測し
ている。実証的研究でも、養育態度と主張との関連性が示されており、幼児期の自己制御に関する研究では、父母の専
制的な態度（戸田，1998a,1998b）や母親の過保護や甘やかしといった養育態度（戸田，2006）は自己主張に負の影響を
与えることが示されている。また児童対象の研究でも、両親の受容と統制が高い関与群では、子どもは葛藤場面におい
て言語的主張を多く行い、両親の統制のみが高い群では、抑制的な怒り反応が多く、特に女子でその傾向が高いことが
報告されている（藤原 ・ 濱口，2009）。
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　ただしこれらの研究は、ほとんどが幼児期を対象にしたものである。親の価値観や態度は、児童期の主張性に影響を
及ぼす要因であり、検討すべきであると指摘されてきているが（Deluty, 1981）、まだ数が少ない。また幼児期対象の研
究であるため、養育者が自身の養育態度と子どもの様子を評定したものが多い。しかし養育者自身の評定と、子どもが
認識する養育者の養育態度とでは、とらえ方が双方で異なる可能性も考えられる。またこれまでの研究は、主張性の「自
己主張」の側面に注目した研究がほとんどであり、「他者配慮」の側面も含めた包括的な検討が不十分である。主張行動
には文化 ・ 民族による差があることが指摘されており、日本は欧米と比較し、主張の際に他者への影響に配慮し，調和
を損ねないようにという意識が高い（園田，2002）ことが知られている。よって主張場面で他者配慮ができるか否かと
いう観点は、日本文化の中で主張性を検討するうえで不可欠と言えよう。
　よって本研究では、児童を対象に、知覚された養育態度と、主張性の自己表明 ・ 他者配慮との関連を検討することを
目的とする。子どもの主張性の発達に、親の養育態度がどのように関連しているのかを詳細に検討することで、教育臨
床的な介入を考える上で、有用な示唆を与えることができるだろう。なお、本研究における「子ども」は小学 ４ － 6 年
の高学年児童とする。これは Selman, Beardslee, Schultz, Krupa, & Podorefsky,1986により、8 ～11歳が「自分の思考や
行動について、他者の視点に立って内省可能な認知段階」であるという報告がなされていることによる。よって本研究
では、この年齢に該当する高学年児童を、主張場面で「自己表明」と「他者配慮」の両方を十分に行うことのできる認
知発達段階であると考え、調査の対象とした。
方　法
１．調査対象者
　関東県内の公立の ４ － 6 年生358名（男子170名、女子188名）を対象とした。
２ ．調査手続
　各学級担任に配布および回収を依頼し、個別記入式の質問紙による集団一斉方式で行われた。
３ ．質問紙の構成
①フェイスシート
　「ふだんの気もちやこうどうについてのアンケート」という題のもと、本調査が学校の成績とは関係ないこと、プラ
イバシーが守られること、回答は任意であることを明記し、学年、組、性別を記入する欄を設けた。
②主な養育者を尋ねる項目
　「あなたにとって『ふだんよくかかわる、一番みぢかな大人』は、だれですか？」の 1 項目からなり、父 ・ 母 ・ 祖
父 ・ 祖母 ・ おじ ・ おば ・ その他（自由記述）から主な養育者を選択させた。
③養育態度尺度
　鈴木 ・ 松田 ・ 永田 ・ 植村（1985）の尺度を、藤原 ・ 濱口（2009）にならい、養育者自身が回答する形式から、子ど
もが養育者についての回答できるよう、質問項目を改訂した。「受容」（10項目）、「統制」（10項目）から各 ４ 項目、計
8 項目を用いた。 5 件法（ 5 ：たしかに、そうだ、 ４ ：まあ、そうだ、 3 ：どちらともいえない、 2 ：あまり、そう
ではない、 1 ：まったく、そうではない）で回答を求めた。得点が高いほど、受容的あるいは統制的な養育態度が多
いことを示す。
④児童用主張性尺度
　濱口（199４）を使用した。「あなたは、おもちゃをかしてほしいと言われても、かしたくないときには、ことわれ
る」、「あなたは、プレゼントをもらったら、はきはきとおれいが言える」などの18項目からなり、４ 件法（ ４：はい、
3 ：どちらかといえば、はい、 2 ：どちらかといえば、いいえ、 1 ：いいえ）であった。主張性の「自己表明」の側
面を測定するものであり、得点が高いほど、主張場面において自己表明を多く行うことを示す。
⑤主張における他者配慮尺度
　江口 ・ 濱口（2009）を使用した。「出来ないことを伝えるときは、相手を嫌な気分にしないよう、言い方に気をつけ
ている」、まとめ役をするときは、みんなの気持ちを考えるようにしている」などの16項目からなり、 5 件法（ 5：よ
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く、あてはまる、 ４：すこし、あてはまる、 3：どちらともいえない、 2：あまり、あてはまらない、 1：まったく、
あてはまらない）であった。主張性の「他者配慮」の側面を測定するもので、得点が高いほど他者配慮を多く行うこ
とを示す。
結果と考察
１．主な養育者の内訳と分析対象者
　先行研究では、養育者を母親もしくは両親に限定しているため、本研究でも、主な養育者として母親を選択した283名
（79.5％）および父親を選択した４7名（13.1％）の計330名（男子159名、女子171名；92.6％）を分析対象者とした。なお
今回の分析では、父母による養育態度の違いは検討しなかった。これは藤原 ・ 濱口（2009）において、父母の養育態度
には差が見られず、児童は個々の養育者ではなく、それらを包括した家庭の雰囲気として養育態度を捉えている可能性
が示唆されているためである。
　父母以外の主な養育者の内訳は、祖父が 7 名（1.9％）、祖母が18名（４.8％）、おじ ・ おばは各 1 名（0.3％）、その他が
2 名（0.6％）であった。
２ ．養育態度尺度の因子分析
　本研究で内容を一部改定した養育態度尺度（鈴木 ・ 松田 ・ 永田 ・ 植村，1985）について、主因子法 ・ プロマックス回
転による因子分析を行った。その結果、原尺度と同様の 2 因子が抽出された。回転後の因子パタンを table 1 に示す。
Table １ 　養育態度尺度の因子分析結果（主因子法・プロマックス回転）
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項 目
３ ．各尺度得点の記述統計量
　各尺度得点の記述統計量を Table 2 に示す。性別による得点の差を検討した結果、自己表明および知覚された養育態
度について有意差は確認されなかったが、他者配慮において、女子が男子に比べて有意に得点が高かった（t（328）=４.83, 
p<.001）。先行研究（江口 ・ 濱口，2012）においても、他者配慮の一貫した性差が報告されていることから、以降の分析
は男女別に実施することとした。
― 58 ―
立正大学心理学研究年報　第 ５号
Table ２ 　各尺度得点の記述統計量
   M   SD    M   SD
自己表明 55.42 (7.62) 54.13 (8.60) 1.89
他者配慮 60.95 (11.51) 65.47 (9.70) 　 4.83***
受容 16.03 (3.54) 16.64 (3.39) .23
統制 14.40 (3.26) 14.16 (3.32) .04
***p＜.001
尺度 男子 女子　 ｔ値
４ ．各尺度の相関係数の検討
　各尺度の合計得点について、男女別に単相関係数を算出した（Table 3 ）。受容では、男女で自己表明 ・ 他者配慮とも
に正の相関が見られた（r=.26－４1）。また統制は、男女ともに他者配慮は正の相関が見られ（r=.29－30）、自己表明は
男子で無相関であり、女子では弱い負の相関があった。
Table ３ 　各尺度得点の相関係数
1 2 3
  .49***   .26** .06
  .33***   .41*** .29***
  .30***   .35*** .31***
 ⁻.16*   .30***   .20**
*p＜.05 ，**p＜.01，***p＜.001
上段：男子，下段：女子
尺度
   3. 受容
   4. 統制
2. 他者配慮
1. 自己表明
4
５ ．親の養育態度の類型の設定
　親の養育態度の類型を検討するために、群分けを行った。まず受容、統制の各尺度得点について、全体の平均値（受
容 =16.3４、統制 =1４.28）を基準に高 ・ 低に分け、高低の組み合わせから ４ 群を設定し全児童をいずれかに振り分けた。
４ 群は、両得点が高い「関与」群、統制得点が高い「統制優位」群、受容得点が高い「受容優位」群、両得点が低い「無
関心」群とした。人数の内訳は、関与群が118人（男子55人、女子63人）、統制優位群が51人（男子31人、女子20人）、受
容優位群が73人（男子29人、女子４４人）、無関心群が88人（男子４４人、女子４４人）であった。
６ ．児童の主張性と養育態度との関連の検討
　養育態度の類型 ４ 群を独立変数、自己表明 ・ 他者配慮得点を従属変数とする一要因分散分析を、男女別に実施した
（Table ４ ）。
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Table ４ 　群別にみた各尺度得点の平均値（SD）ならびに一要因分散分析の結果
男子 自己表明 52.50 (7.92) 58.31 (7.27) 54.90 (7.61) 56.74 (6.79)
他者配慮 54.02 (12.05) 62.21 (8.61) 60.23 (11.12) 66.11 (9.85)
女子 自己表明 51.45 (7.78) 57.64 (6.88) 48.15 (9.88) 55.46 (8.42)
他者配慮 51.45 (7.78) 57.64 (6.88) 48.15 (9.88) 55.46 (8.42)
*p＜.05 ，**p＜.01，***p＜.001
男子：無関心群=44人，受容優位群=29人；統制優位群＝31人，関与群＝55人
女子：無関心群=44人，受容優位群=44人；統制優位群＝20人，関与群＝63人
2***＞3，4**＞3，2*＞1
4***＞1，4**＞3，2*＞1
尺度
2** ＞1， 4*＞1
4***＞1，2**＞1
2.受容優位群1.無関心群 3.統制優位群 4.関与群 多重比較
　分析の結果、男女ともに自己表明と他者配慮で群の主効果が有意であった（男子自己表明：F（3,155）=４.22,p<.01，男
子他者配慮：F（3,155）=11.1４,p<.001；女子自己表明：F（3,167）=8.60,p<.001，女子他者配：F（3,167）=7.59,p<.001）。
多重比較（Tukey 法）の結果、男子では自己表明および他者配慮について、関与群と受容優位群が、無関心群に比べて
有意に得点が高かった。女子では、自己表明は関与群と受容優位群が、統制優位群に比べて優位に得点が高かった。ま
た受容優位群が無関心群に比べて有意に得点が高かった。他者配慮は、関与群と受容優位群が、無関心群に比べて優位
に得点が高かった。また関与群が統制優位群に比べ、有意に得点が高かった。
考　察
　本研究では、児童の主張性に影響を及ぼす要因として、養育態度に注目し検討を行った。分析の結果、養育者が子ど
もに受容的かつ統制的にかかわる関与群と、受容的な受容優位群という、受容の高い 2 群において、児童は自己表明と
他者配慮を多く行うことが示された。
　関与群は、Baumrind（1966）の「権威的養育態度」や、藤原 ・ 濱口（2009）における関与群と同様の養育態度であ
り、受容的かつ統制的な養育態度の場合、子どもの主張性が高いとする先行研究の結果とも一致していた。受容と統制
の両方を多く行う養育態度は、個人の自主性や主張性を失うことなく、集団の基準とともに責任感のある従順さを獲得
させることができる（Baumrind，1966）とされており、こうした養育態度により子どもは自己と他者を意識した主張性
が促進されやすいと言えよう。
　また先行研究では、受容と統制の両立が特に子どもの健全な発達を促す（Baumrind，1966）とされてきたが、本研究
では受容が高い受容優位群において、関与群と同程度に子どもの主張性が高いという結果が得られた。このことから、
統制の程度に関わらず養育者が普段から子どもに対して受容的であれば、子どもは高い主張性を獲得することが示され
た。この違いについて、先行研究においては、幼児期の子どもに対する養育態度について尋ねることが多く、高学年児
童への関わり方とは質的に異なることが考えられる。また先行研究では親自身が評定を行うことが多いのに対し、本研
究では児童の知覚した養育態度を測定している。こうした点が結果の違いに反映していることが考えられる。子どもか
ら見て受容的な養育者の態度は、積極的に自分の考えや感情を表明しやすく、自身を表現して受容される体験を通し、
児童の主張に対する効力感が高まることが推測される。また受容的養育態度は、「子どもの様子に気を配り、状況に合わ
せた対応を取る」といった項目内容であった。そうした養育者の態度から、子どもは配慮的な言動を学習し、結果とし
て他者配慮が促進されることも考えられよう。
　統制のみ高い統制優位群の場合、女子で自己表明得点が受容の高い 2 群に比べて低く、また他者配慮得点が受容と統
― 60 ―
立正大学心理学研究年報　第 ５号
制の高い関与群に比べて低かった。男子では、統制群は自己表明も他者配慮も他の群有意な差はみられなかった。女子
における結果は母の専制的な態度が自己主張に負の影響を与える（戸田，1998a,1998b）ことや、両親の統制のみが高い
群では、抑制的な反応（例：葛藤場面において、「その場から立ち去る」「黙って何も話さなくなる」等）が多く、特に
女子でその傾向が高い（藤原 ・ 濱口，2009）といった先行研究の知見と同様であった。統制の項目内容は、「子どもに規
範順守を求める」といった養育態度を示している。藤原 ・ 濱口（2009）は、男女差と規範意識との関係を指摘しており、
中学生女子では、規範意識が怒りの表出行動を抑制すること（日比野 ・ 湯川 ・ 小玉 ・ 吉田，2005）も報告されている。
本研究の結果も、規範意識が女児の表明行動の抑制につながったことが考えられる。
　また女子の場合、統制と他者配慮は正の関連（r=.30）が見られたられたものの、受容を伴わない統制的な養育態度の
もとでは他者配慮が育まれにくいことが明らかとなった。統制的な養育行動が子どもの主張性へおよぼす影響は、男女
で異なる可能性があることが、今回の研究でも確認された。養育行動を行う上で統制的な態度は必要不可欠であるが、
子どもの主張性を高めるという観点からは、受容的な養育態度を基調とし、必要に応じて統制的な態度をとるといった
バランスが求められると言えよう。
　受容も統制も低い無関心群では、自己表明と他者配慮がともに低かった。養育者は、子どもへの関心が低く、子ども
に関わろうとしないことが伺われる。結果として、子どもは主張するという経験そのものも減少し、主張への効力感の
低下から、他の生活場面における主張性も低下することが考えられる。
　以上の結果から、子どもの自己表明および他者配慮と、養育者の受容的態度との関連性が示された。また男女別に検
討することにより、統制と主張性との関連には性差が見られることが明らかとなった。
　今後の課題として、子どもと養育者、両方の性別も検討の余地があると考えられる、子どもと養育者が同性の場合、
異性の場合など、様々な組み合わせによって、養育態度と子どもの主張性との関連が異なることが考えられる。また養
育態度の評定は、児童と養育者の間で異なる可能性も考えられるため、双方に回答を求めることで、違いを比較するこ
とができるだろう。さらに学校や家庭など、場面を分けた主張行動についても検討する必要がある。子どもの主張のし
かたや能力は、家庭と社会的場面では異なることも考えられる。これにより、家庭と学校での主張行動を比較し、養育
態度の影響が場面によって異なるかを比較することが可能となるであろう。今後検討を行うことで、子どもの主張性と
養育態度の関連について、より詳細な知見が得られるであろう。 
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